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1999年 3月から 2007年 4月までに QSRL治療を行った 53人 57部位（男性 16人女性 37人）の異
所性蒙古斑を対象とした。患者の平均年齢は 4.98歳（0歳から 45歳まで）だった。 
【方法】 




















 （対象と方法）1999年 3月から 2007年 4月までに形成外科外来を受診し、Qスィッチ付ルビーレ
ーザー(QSRL)治療を行った 53人 57部位(男性 16人女性 37人)の異所性蒙古斑を対象とした。治療機










なお、本論文に未記載であるが副作用の１つである色素脱出は 53 例中 40症例(70.2%)と高率に認め
られた。 
 （まとめ）以上の結果から①照射エネルギー量の多寡が治療効果に影響を及ぼさないことから、副
作用を抑えるためには照射エネルギーは従来より低い 3-4J/cm2とする。 ②平均照射回数は 3.19回
だったことから、照射回数の目安は 3回と患者に説明が可能である。 ③可及的速やかな治療開始推
奨や露出部位についての高い有効性の説明が可能である。などの点につき治療方法改善が可能となっ
た。 
 本研究は、これまで治療方針の一定しなかった異所性蒙古斑のレーザー治療に関して一定の治療方
針を示し、異所性蒙古斑のレーザー治療に大きく貢献しうるものと考えられる。よって著者は博士（医
学）の学位を授与されるのに値するものと判定された。 
